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2021 年３月期通期業績予想値と実績値との差異及び 

営業外収益（為替差益）の計上に関するお知らせ 

 

当社が 2020年 11月 16日に公表いたしました 2021年３月期（2020年４月１日～2021年３月 31日）

通期連結業績予想値及び 2021 年２月５日に公表いたしました 2021 年３月期通期個別業績予想と実績

値との差異につきまして、下記の通りお知らせいたします。 

また、2021年３月期において営業外収益（為替差益）を計上いたしましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 

１．2021年３月期通期業績予想と実績値の差異について 

（１）2021年３月期通期 連結業績予想値と実績値との差異(2020 年４月１日～2021年３月 31日) 

 

 

 

 

 

 

 

 

売上高 営業利益 経常利益
親会社株式に
帰属する
当期純利益

1株当たり
当期純利益

百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

 前回発表予想（Ａ） 200,000 9,000 8,000 6,000 114.32

 今回実績（Ｂ） 214,544 10,833 16,487 12,559 239.28

 増減額（Ｂ－Ａ） 14,544 1,833 8,487 6,559

 増減率（％） 7.3 20.4 106.1 109.3

 （ご参考）前期実績
 （2020年３月期）

213,591 13,827 10,747 8,435 160.73



 

（２）2021年３月期通期 個別業績予想値と実績値との差異(2020 年４月１日～2021年３月 31日) 

 

２．修正の理由について 

   2021 年３月期 連結累計期間の業績は、2020 年 11 月 16 日公表の予想と差異が生じる結果とな

りました。 

売上高につきましては、主に自動車用プレス部品において、新型コロナウイルスによる影響か

ら早急に回復し、好転した状態を維持している中国の好調が主な要因となっております。 

営業利益につきましては、自動車用プレス部品売上高の増加及び定温物流関連事業での製品構

成の良化などが主な理由です。 

経常利益につきましては、為替差益 3,676百万円の発生が主な要因です。 

 

３．為替差益の計上について 

   2021 年３月期第３四半期連結累計期間（2020 年４月１日～2020 年 12 月 31 日）において為替

差損 13 億５千３百万円を計上しておりましたが、為替相場の円安進行により、2021 年３月期第

４四半期連結累計期間（2020年４月１日～2021 年３月 31日）において、為替差益 36億７千６百

万円を営業外収益に計上しております。これは主として、外貨建て債権の評価の影響によるもの

です。 

 

以 上 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり
当期純利益

百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

 前回発表予想（Ａ） 100,000 0 ▲ 500 2,000 38.10

 今回実績（Ｂ） 100,767 ▲ 247 3,510 5,269 100.39

 増減額（Ｂ－Ａ） 767 ▲ 247 4,010 3,269

 増減率（％） 0.8 － － 163.5


